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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は微生物とくに Serratiaindicaの生成する生理的に活性なプテリジン化合物- Crithidia-因

千- の単離 ･同定ならびにその生合成に関する研究をとりまとめたものである｡

著者はまず原生動物の一種 C rithidiafasciculataの生育促進因子, すなわち Crith2'dia一因子, が各種

のバクテリヤによって生成されることを認め, とくに SerratiaindicaとBacilluscereusはこの因子を

培地中に多量に生成蓄積することを見出した｡ このうち S.indicaは最 も多量の因子を生成し, 完全合成

培地中でも天然培地中と同様に多量の因子を生成すると共に isoxanthopterinも多量に生成することを明

らかにしたO ついで Crithidia一因子を S.indicaの大量培養液から結晶状に単離し,元素分析,旋光度測定,

紫外吸収-, 赤外吸収-, けい光-スペク トル分析および酸化分解, ペーパークロマ トグラフ法, 合成実験

などによってその構造は 2-amino-4-hydroxy-6-(L-threo-1′,2′,3'-trihydroxypropyl)-pteridine,すなわ

ち L-threo-neopterin, であることを同定した. またその構造中にプテリジン骨格を有するリボフラビン,

葉酸とこの C rithidia一因子との関係を調べた結果, リボフラビン,Crithidia一因子,葉酸の順に生成蓄積さ

れることを明らかにした｡ なお葉酸化合物のうちの一つは補酵素型の 5,10-methylidynetetrahydrofolic

acidであることを同定した｡

つぎにS.indicaの無細胞酵素系を用いて Crithidia一因子の生合成について検討し, この因子の前駆体

は GTPであることを明らかにすると共に, GTPからの中間体として未知のプテリジン化合物が生成

されることを見出し, 純粋に単離したのち種々の物理 ･化学的分析などを行なってその構造は LjhreO-

neopterin-2′,3Lcyclicphosphate(以下 cNP と略記する) であると同定した｡ またバイオアッセイによ

ってこの化合物が強い Crithidia一因子活性を有することをはじめて明らかにした｡

またGTPからのcNPおよびL-three-neopterinの生合成酵素系の性質を GTP-u-14Cおよび GTIL

8-14Cを用いて詳細に検討し, この生合成系ではりん酸塩が調節因子として作用していることを見出し,

IJjhreo-neopterinは GTPを前駆体とし, りん酸塩の存在下で8位の炭素を, ぎ酸として離脱したのち
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cNPを経由して生合成されることを明らかにした｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

Crithidia一因子は原生動物 ト1) パノゾ- マの一種である Crithdiafasciculataの生育因子として Cow･

perthwaiteら (1953)によって見出された ものである. 天然物中の Crithidia一因子としては Patterson

ら (1955)によって人尿から単離された biopterin, すなわち 2-amino-4-hydroxy-6-(Ilerythro-1′,2′-

dihydroxypropyl)-pteridine,が代表的な化合物として知られているが,動植物組織や微生物中のCrithidia-

因子の本体はまだ十分に明らかにされるには到っていない｡

著者はまず27種類の好気性細菌を用いて検討した結果, いずれの細菌もCrithidia一因子を生成すること

を明らかにすると共に,とくにSerratiaindica が合成培地中においてもbiopterinとは異なるCrilhidia-

因子を多量に生成蓄積することを見出した｡ そして S.indicaの大量培養液からこの Crithidia-因子の分

離精製を試みてはじめて結晶状に単離し, 種々の物理 ･化学的方法 および合成実験によってその構造は

2-amino-4-hydroxy-6-(L-threo-1′,2′,3′-trihydroxypropyl)-pteridine, すなわち IJJhreo-neopterin,

であることを同定した｡ またその生合成について S.indicaの無細胞酵素系を用いて詳細に検討し, Ir

threo-neopterinはGTPを直接の前駆体とし, 中間体として Ljhreo-neopterin-2′,3'-cyclicphosphate

を経由して生合成されることを GTP-uJ 4C および GTP-8-14C を用いる トレーサー実験ならびに中間

体の単離 ･同定によって実証すると共に, この生合成酵素系においては, りん酸塩が調節因子として作用

していることを明らかにしている｡

このように本研究は微生物の生産する生理的に活性なプテリジン化合物について新しい多くの知見を得

たものであって, 生化学, 食糧化学および微生物学の分野に貢献するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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